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【動機】         

本テーマは 2017 年から 3 年間継続して取り組んだ内容である。昨年の研究では、市街地で発生した

排気ガスが山間地へ拡散している可能性が浮上した。しかし、夏休みが終わり、実態を検証できなかっ

た。今年はそのリベンジとして、拡散の実態調査を行った。 

【方法】         

 排気ガス中のNO2に着目し、ザルツマン試薬を用いて大気中の NO2濃度を数値化した。NO2濃度測

定装置は自作し、市街地とその近隣の山間地で NO2濃度をそれぞれ 1 時間毎に測定した。NO2濃度の

変化を比較し、拡散の有無を検証した。また、NO2が生物に与える影響について調べた。 

【結果】         

晴天時、山間地の NO2濃度は市街地のNO2濃度に対して時間差で追いかける傾向を示した。市街地

では昼前後に交通量に関係なく NO2濃度が高くなった。雨天時は、山間地の NO2濃度は低く、ほとん

ど一定だった。自宅のガスコンロで NO2濃度を測定すると、交通量の多い市街地よりも高かった。 

【まとめ】         

市街地の大気が風により山間地へ拡散している事が考えられる。雨天時は NO2が雨に溶け、風による

大気の拡散を雨がカーテンのように遮っている事が影響していると考えられる。また、市街地で昼前後に

NO2濃度が高くなるのは、飲食店から排出される NO2の影響があると考えられる。  

【展望】         

大気中に排出した汚染物質を回収する事や分解して無害にする事はとても難しい。そのため、大気汚染

の改善のためには発生源を減らす事が必要である。ハイブリッドカーや燃料電池車、ＩＨ調理器のほか、

自然エネルギーによる発電の普及を進めていくことが重要である。 


